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を計上しました。 

一方、歳出については、元金償還金1,642億4,905万2千円、利子償還金101億3,111万2千円等を

計上しました。 

 

 （２）地方独立行政法人三重県立総合医療センター資金貸付特別会計 

 この会計は、地方独立行政法人三重県立総合医療センターが行う建設改良事業等に必要な資金

の貸付と、同センターの借入金に係る償還金、利子等の経費の収支を経理するもので、本年度は

歳入歳出総額15億5,909万7千円を計上しました。 

 歳入については、同センターが過去に借り入れた県債にかかる元利償還金の受入に伴う諸収入

11億9,109万7千円、同センターへ建設改良経費として貸し付けるための県債3億6,800万円を計上

しました。 

 一方、歳出については、建設改良にかかる経費を同センターへ貸し付けるとともに、過去の借

入に係る元利償還金を県債借入先に償還するための費用15億5,909万7千円を計上しました。 

 

 （３）国民健康保険事業特別会計 

 この会計は、国民健康保険制度の改正により、県が国民健康保険の財政運営の責任主体となっ

たことから、各種納付金や国庫支出金等と市町が医療機関等に支払う医療費等の収支を経理する

ために本年度開設したもので、本年度は歳入歳出総額1,613億1,683万1千円を計上しました。 

 歳入については、市町からの分担金及び負担金489億494万6千円、国庫支出金424億5,797万3千

円、社会保険診療報酬支払基金および国民健康保険中央会からの諸収入594億416万7千円等を計上

しました。 

 一方、歳出については、各市町への保険給付費等交付金1,311億5,068万7千円、社会保険診療報

酬支払基金への後期高齢者支援金等219億6,421万8千円、社会保険診療報酬支払基金への介護納付

金75億9,087万2千円等を計上しました。 

 

 （４）母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付事業特別会計 

 この会計は、ひとり親家庭や寡婦（配偶者のいない女性で一定の条件を満たす方）に対し、経

済的自立を図るため、各種資金を貸し付ける事業の収支を経理するもので、本年度は、歳入歳出

総額2億8,080万8千円を計上しました。 

 歳入については、貸付金にかかる元利収入2億6,892万4千円等を計上しました。 

 一方、歳出については、貸付金2億6,896万8千円等を計上しました。 
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 （５）小児心療センターあすなろ学園事業特別会計 

 この会計は、小児心療センターあすなろ学園の廃止に伴い、平成29年度をもって廃止しました。 

 

（６）子ども心身発達医療センター事業特別会計 

 この会計は、発達支援が必要な子どもへの取組を充実させるため、医療・福祉・教育が一体と

なった子どもの発達支援の拠点として設置された三重県立子ども心身発達医療センターの収支を

経理するもので、本年度は、歳入歳出総額19億7,014万8千円を計上しました。 

 歳入については、児童福祉法に基づく措置による入所児童にかかる措置費および診療収入等の

分担金及び負担金1億2,745万9千円、それ以外の児童にかかる入院および外来収入等の使用料及び

手数料6億9,311万4千円、一般会計繰入金11億2,167万6千円等を計上しました。 

 一方、歳出については、職員給与費等の人件費13億7,708万6千円、運営事業費5億7,092万5千円

等を計上しました。 

 

 （７）就農施設等資金貸付事業等特別会計 

 この会計は、旧農業改良資金助成法等に基づき過去に貸し付けた農業の担い手が農業改良措置

（新たな農業部門の開始、新たな生産方式の開始等）を実施するのに必要な資金の償還金等の収

支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額 9,008 万 7千円を計上しました。 

 歳入については、貸付金償還金収入 5,142 万 5千円等を計上しました。 

 一方、歳出については、就農施設等資金償還管理事業費 3,886 万 3千円等を計上しました。 

 

 （８）地方卸売市場事業特別会計 

 この会計は、生鮮食料品等の取引の適正化とその生産及び流通の円滑化を図るため開設し、平

成21年度に中央卸売市場から地方卸売市場に転換するとともに、指定管理者制度を導入した三重

県地方卸売市場の収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額1億6,394万8千円を計上しました。 

 歳入については、県債1,100万円、一般会計繰入金1億3,430万8千円等を計上しました。 

 一方、歳出については、市場施設維持管理費1,595万9千円、公債費1億2,999万7千円等を計上し

ました。 

 

 （９）林業改善資金貸付事業特別会計 

 この会計は、林業・木材産業経営の改善、労働災害の防止並びに後継者の育成に要する必要な

資金の貸付事業の収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額6億6,684万円を計上しました。 

歳入については、貸付金元利収入2億6,792万円等を計上しました。 

一方、歳出については、木材産業等高度化推進資金貸付事業費2億8,287万4千円、林業改善資金

貸付事業費5,089万1千円等を計上しました。 
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 （１０）沿岸漁業改善資金貸付事業特別会計 

 この会計は、沿岸漁業経営の改善および後継者の育成に必要な資金の貸付事業の収支を経理す

るもので、本年度は歳入歳出総額3億257万8千円を計上しました。 

 歳入については、貸付金償還金収入2,260万8千円等を計上しました。 

 一方、歳出については、沿岸漁業改善資金貸付事業費4,207万9千円等を計上しました。 

 

 （１１）中小企業者等支援資金貸付事業等特別会計 

 この会計は、独立行政法人中小企業基盤整備機構法等に基づき、中小企業者等の近代化、高度

化を促進するため、事業の共同化、店舗の集団化および設備の近代化等に必要な資金の貸付事業

の収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額3億6,080万2千円を計上しました。 

 歳入については、貸付金元利収入2億6,356万5千円、一般会計繰入金2,933万7千円等を計上しま

した。 

一方、歳出については、中小企業基盤整備機構償還金1億4,264万1千円、小規模企業者等設備資

金貸付事業貸付事業費1億2,403万8千円、一般会計繰出金6,649万2千円等を計上しました。 

 

 （１２）港湾整備事業特別会計 

 この会計は、港湾埋立事業により取得した港湾施設及び施設用地の管理のほか、港湾整備事業

に伴い借り入れた県債の償還金、利子等の経費の収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額 

1億6,641万1千円を計上しました。 

歳入については、港湾施設使用料4,518万円、一般会計繰入金8,812万円等を計上しました。 

一方、歳出については、管理費1,311万9千円及び県債の元利償還金1億5,329万2千円を計上しま

した。 

 

 （１３）流域下水道事業特別会計 

この会計は、流域下水道各処理区の管理のほか、流域下水道事業の建設費、県債の元利償還金

等の経費の収支を経理するもので、本年度は歳入歳出総額139億8,090万6千円を計上しました。 

歳入については、流域下水道事業費地元負担金69億8,311万5千円、国庫補助金27億3,900万円、

県債16億4,920万円、一般会計繰入金26億397万4千円等を計上しました。 

一方、歳出については、流域下水道建設費51億3,549万5千円、流域下水道管理費52億4,608万4

千円、県債の元利償還金35億9,932万7千円を計上しました。 


